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人口の動き

2月 1日 現 在 前月比

計

数
口

男

女

帯

人

世

6 3.1 1 0 + 89 
3 0.3 6 4 十 56
3 2.7 4 6 + 33 
1 7.3 5 5 + 52 
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寒風を突いて 線経と嬢療機遂を混約iこ

第 1因

。'JtelK~オ会

大村市陸上競技協会(南野鹿松会長)主催による第 1回
市民駅伝大会が、 2月11日はだをさすような寒風が吹く中

入国者収容所周辺で行われ、 344人が力走しました。

この大会は、市民全員のスポーツとして、また職場など

の親睦と健康増進を目的として、一般の部(駅伝5区間)、

中学生男子の部 (3kmマラソン)、 中学生女子の部(2回

マラソシ)、 小学生の部 (2kmマラソシ)に分れて行われ

たものです。

来年もますます盛大な行事となることでしょう。

〈成績は10ページに掲載しています。)
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転
入
・
転
居
屈
な
ど

住
所
を
定
め
た
日
か
ら

転
入
し
た
と
き
は

新
た
に
大
村
市
に
転
入
し
た
と

き
は
、
住
所
を
定
め
た
日
か
ら
十

四
日
以
内
に
、
前
住
所
地
の
転
出

証
明
書
を
添
え
て
転
入
届
を
し
て

下
さ
い
。

世
帯
員
が
転
入
し
た
と
き
だ
け

で
な
く
、
家
族
の
一
部
が
転
入
し

た
場
合
も
届
出
を
し
て
下
さ
い
。

市
に
転
入
し
て
来
た
人
で
住
所

が
き
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

M
日

以

内

に

住
民
登
録
を
し
て
い
な
い
場
合
も

住
所
を
定
め
た
と
き
は
、
必
ず
転

入
届
を
し
て
下
さ
い
。

転
入
届
の
際
、
国
民
年
金
に
加

入
し
て
い
る
人
は
、
年
金
手
帳
を

持
参
し
、
国
民
健
康
保
険
の
該
当

者
は
加
入
の
手
続
を
い
っ
し
ょ
に

す
ま
せ
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

届
出
義
務
者
は
、
本
人
ま
た
は

世
帯
主
で
す
。

住
所
が
変
っ
た
と
き
は

市
内
で
住
所
を
変
え
た
と
き
は

新
し
い
住
所
を
管
轄
す
る
出
張
所

ま
た
は
市
民
課
に
転
居
屈
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

同
一
出
張
所
管
内
で
住
所
を
変

え
た
と
き
も
転
居
屈
が
い
り
ま
す

(
世
帯
員
の
一

部
が
転
居
し
た
場

合
も
同
じ
で
す
)

届
出
期
限
は
、
転
居
し
た
日
か

ら
十
四
日
以
内
で
す。

届
出
義
務
者
は
転
入
届
の
場
合

と
同
じ
で
す
。

世
帯
に
変
更
が

あ
っ
た
と
き
は

世
帯
に
異
動
が
あ

っ
た
と
き
は

世
帯
変
更
届
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん。

世
帯
主
が
変

っ
た
り
、
世
帯
を

合
併
、
分
離
し
た
場
合
な
ど
も
同

出
が
い
り
ま
す
。

届
出
期
限
は
変
更
が
あ
っ
た
日

か
ら
十
四
日
以
内
で
す
。

市
外
へ
転
出
す
る
と
き
は

転
勤
・
就
職

・
入
学
な
ど
で
他

の
市
町
村
へ
転
出
す
る
と
き
は
、

あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
氏
名
、

転
出

先
及
び
転
出
予
定
年
月
日
を
届
出

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

届
出
義
務
者
は
本
人
ま
た
は・
世

帯
主
で
す
。

転
出
届
を
す
る
と
転
出
証
明
書

を
交
付
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
新

住
所
地
の
市
町
村
役
場
で
転
入
凶

を
す
る
と
き
に
添
え
て
下
さ
い
。

届
出
に
必
要
な
も
の
は
、
国
民

年
金
手
帳
、
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
、
認
印、

転
出
証
明
書
交

付
手
数
料
が
必
要
で
す。

一以
.
週
・
・
・
・
圃
朝

食
堂
の
収
益
で
毛
布
を
寄
贈

…

η幽
・
・
・
・
・
・
圃
鞠
識

身

体

障

害

者

団

体

連

合

会

百幽・・・F

L
圃
明

γ品

大
村
市
身
体
障

聞

き
し
て
い
る
「
う
ど
ん
コ

l
ナ
」

者
が
雨
の
日
な
ど
パ

ス
待
ち
に
困

川

官
曲
調
閣
圃
・
・
回
一

品

4
圃
鴫
ち
い

害
者
団
体
連
合
会
の
収
益
は
社
会
福
祉
に
還
元
し
よ
っ
て
い
る
と
乙
ろ
か
ら
、
バ
ス
停

一

匹
圃
闘
凶
・
圃
咽
・

F
凶

F
F剥
蝉

ペ

(
福
田
熊
重
会
長
)
う
と
、

寝
た
き
り
の
身
障
者
八

十

の

待
合
所
を
建
設
し
よ
う
と
計
画

H

・
・
・
・
聞
い

A
園

田
・
・
司

判
2
4
で
は
、
こ
の
ほ
ど
七
人
に
毛
布
を
買

っ
て
喧

り
れ
ま

を
進
め
て
お
り
、
「
自
前
福
祉
を
山

.

.

.

.

.

.
 盟国
・
・
・
・
可

i

競
艇
場
の
三
階
の

し

た

。

精

い
っ

ぱ
い
や
っ
て
い
き
た
い
」

・・・・・・
E
司

司
、
ふ
ら
淳

一

特
別
観
覧
席
に

居

間

連
合
会
で
は
、

今
後
も
身
障

と
意
欲
的
で
す
。

※ 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

届
出
に
つ
い
て
詳
し
い
乙
と
は

市
民
課
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い。

ひ
と
り
暮
ら
し
の
老
人
に

ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
と
し
よ
り

が
市
内
に
四
百
人
ほ
ど
在
宅
さ
れ

て
い
ま
す
。

市
は
こ
の
お
と
し
よ
り
に
対
し

て
民
生
委
員
を
始
め
各
関
係
機
関

の
ど
協
力
を
得
て
友
愛
訪
問
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
最
近
ひ
と
り
暮

ら
し
老
人
の
寂
し
い
死
亡
事
故
が

耳

と

こ
と
ば
の

あ
な
た
の
耳
は
い
か
が
で
す
か

詳
の
不
自
由
な
人
、
乙
と
ば
に
障

害
が
あ
る
子
供
さ
ん
の
相
談
を
毎

月
第
三
土
曜
日
に
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
行

っ
て
い
ま
す
が
、
耳
に

つ
い

て
の
理
解
を
高
め
て
い
た
だ
く
た

め
に

「
斗
の
臼
」
の
行
事
と
し
て

「聴
覚
障
害
」

の
映
画、

補
聴
器

の
相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

加
料
で
す
の
で
多
数
お
で
か
け

下
さ
い
。

日

時

三

月
十
八
日

(土
)

午
前
十
時
三
十
分
か
ら
映
画

，電工

友;

士
戸

を

の
相
次
い
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
事
故
を
防
止
す
る

た
め
に
は
地
域
住
民
の
人
々
の
ご

協
力
が
必
要
で
す
。

家
族
は
も
と
よ
り
近
所
の
人
々

の
ど
理
解
と
心
の
ふ
れ
あ
い
に
よ

る
愛
の

一
声
を
お
と
し
よ
り
に
か

け
ま
し
ょ
う
。

相

談

日月

18 

日

題
名

「乳
幼
児
の
聴
覚
障
害
」

(
長
崎
大
学
耳
鼻
咽
喉
科
学
教

室
製
作
)

指
導
助
言

国
立
長
崎
中
央
病
院
副
院
長

村
島
二
郎
先
生

午
後

一
時

i
四
時

耳
と
こ
と
ば
の
相
談

相
談
内
容

聴
力
診
断

・
医
接
相
談

補
聴
器
の
使
用
方
法

修
理
、
長
検

幼
児
教
育
相
談

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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一
泊
如
何
…

一
自
動
車
を
廃
車
・
譲
渡
γ

川
並
び
に
住
所
変
更
の
際
山

γ

は
届
出
を

U
@昭
和
瓦
十
三
年
度
の
自
動
車
~

税
は
、
昭
和
五
十
三
年
四
月
V

一
臼
現
在
の
所
有
者
(
使
用
山

者
)
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

一
(ω
自
動
車
を
廃
車
し
た
り
、

譲
V

渡
し
た
り
、
住
所
を
変
更
な
山

ど
さ
れ
た
人
は
、
本
年
三
月
ん

三
十
一

日
ま
で
に
、

長
崎
県
~

陸
運
事
務
所
(
長
崎
市
平
間
~

町
)
に
、
そ
の
旨
を
登
録
し
げ
・

な
い
と
、

自
動
車
税
が
引
税
山

き
課
税
さ
れ
た
り
、
納
税
通
日
一

知
書
が
変
更
前
の
住
所
に
送
九

ら
れ
た
り
し
て
、
納
税
手
統
一
-

き
に
泌
乱
を
生
じ
ま
す
。

-H(ω
こ
れ
ら
の
登
録
は
確
実
に
行
九

い
ま
し
ょ
う
。

白
動
車
に
関
す
る
登
録
の
手
V

続
き
は

山
大
村
地
じ
自
家
用
自
動
車
協
会
一
-

松
並
二
丁
目
八
八
五

曾
②
l
二
九
七
一

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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五
十
二
年
分
の
確
定
申
告
は
二

月
十
六
日
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
商
居
や
工
場
な
ど
事
業
を
営

ん
で
お
ら
れ
る
人
は
、
も
う
申
告

は
お
済
み
に
な
り
ま
し
た
で
し
ょ

う
か
。

け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

計
算
の
結
果
、
所
得
が
一
定
限

以
下
に
な
る
人
は
「
確
定
申
告
」

の
必
要
は
な
く
、
そ
れ
に
か
え
て

市
民
税
の
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

社
会
保
険
料
控
除
・
生
命
保
険
料

控
除

・
基
礎
控
除
な
と
十
四
種
類

が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
控
除
は
、
納
税
者
の

個
人
的
事
情
に
応
じ
て
、
税
の
負

担
能
力
が
異
な
る
と
乙
ろ
か
ら
設

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
は
給
与
以

外
の
所
得
が
二
十
万
円
を
超
え
る

場
合
な
ど
に
確
定
申
告
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

丘三
口

お済みですか

由
ι

青
色
申
告
の
お
す
す
め
一

青
色
申
音
を
さ
れ
ま
す
と
、
青

色
申
告
控
除
や
家
族
従
業
員
に
給

与
の
支
給
が
認
め
ら
れ
る
な
ど
有

利
な
特
典
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

五
十
三
年
分
か
ら
出
色
申
告
を

始
め
た
い
人
は
、
税
務
署
に
申
請

書
な
ど
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
の

で
三
月
十
五
日
ま
で
に
提
出
し
て

下
さ
い
。

記
帳
の
仕
方
に
つ
い
て
も
指
導

し
て
い
ま
す
。

でま

確定

一
確
定
申
告
を
怠
る
と

確
定
申
告
を
す
る
義
務
が
あ
る

か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
各
人
で

計
算
を
し
て
み
な
け
れ
ば
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
申
告
義
務
の
あ
る
人

が
、
期
限
内
に
申
告
し
な
い
場
合

は
、
無
申
告
加
算
税
や
延
滞
税
な

ど
余
分
の
負
担
が
か
か
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

農
業
所
得
の
あ
る
人
で
所
得
の

計
算
が
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、
税

務
署
か
市
役
所
の
税
務
課
に
ど
相

談
下
さ
い
。

ン
を
追
放
し
よ
う
グ

子

宮

ガ

3月 15日

の

初

歳

を

過

ぎ

た

ら

ぜ
ひ
年

2
回

の

検

診

を

所得税

つ

が
、
直
ち
に
手
術
を
行
い
、
現
在

で
は
元
気
に
仕
事
を
し
て
お
ら
れ

ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
悪
性
で
は
な
い
が

治
療
を
要
す
る
人
や
再
検
査
を
要

す
る
人
が
九
十
一
人
(
受
診
者
の

う
ち
九
・
二
必
)
が
見
つ
か
り
、

そ
れ
ぞ
れ
治
譲
、
検
査
な
ど
を
し

て
い
ま
す
。

ど
う
か
市
民
の
皆
さ
ん
も
三
十

歳
を
過
ぎ
た
ら
、
年
二
回
は
検
診

を
受
け
、
少
し
で
も
受
診
者
を
増

や
し
て
、
大
村
か
ら
、
み
じ
め
な

「
末
期
ガ
ン
」
を
追
放
す
る
よ
う

町
内
、
職
場
で
こ
ぞ
っ
て
努
力
し

ま
し
ょ
う
。

市
で
実
施
し
て
い
る
ガ
ン
検
診

の
受
診
者
は
年
々
増
加
し
て
お
り

市
民
の
皆
さ
ん
の
関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

ガ
ン
は
確
か
に
恐
し
い
病
気
で

す。
症
状
が
出
て
か
ら
医
師
に
相
談

し
た
ら
遅
過
ぎ
た
と
い
う
例
は
よ

く
あ
る
乙
と
で
す
。

早
期
に
発
見
、
治
療
す
る
に
乙

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
は
婦
人
学
級
や
町
内
会
な
ど

か
ら
要
請
の
あ
る
た
び
に
「
手
遅

れ
ガ
ン
の
結
末
」
や
「
早
期
ガ
シ

の
治
寮
状
況
」
な
ど
を
説
明
し
て

い
ま
す
。

昨
年
中
の
子
宮
ガ
シ
検
診
受
診

総
数
九
百
八
十
六
人
の
う
ち
、
子

宮
ガ
ン
一
人
が
発
見
さ
れ
ま
し
た

も

り
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¥

市

民

部

生

活

環

境

課

/

/
市
立
病
院
子
宮
ガ
ン
検
診
班
、

(3) 



(4) 

①
申
し
込
み
方
法

昭
和
昭
年
中
の
交
通
事
故
の

⑥
自
転
車
の
事
故

第
一
当
事
者
三
人
、
第
二
当
事

者
十
五
人
、
計
十
八
人
が
負
傷
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
前
年
に
比
べ
五

人
減
少
し
て
い
ま
す
。

特
に
子
供
の
事
故
が
マ
イ
ナ
ス

九
人
と
大
幅
に
減
少
し
た
の
が
目

立
っ
て
い
ま
す
。

①
飲
酒
運
転
の
事
故

・
発
生
九
件
(
前
年
比

マ
イ
ナ

ス
五
件
)

・
死
者
一
人
(
前
年
比
マ
イ
ナ

ス
一
人
)

-
負
傷

者

十

七
人
(
前
年
比
プ

ラ
ス
三
人
)

う
ち
三
件
が
引
き
逃
げ
事
件
で

す。-
一
月

t
六

月

六

件

・
七
月

t
十
二
月
一
一
一
件

下
半
期
の
発
生
三
件
は
、
す
べ

て
市
外
の
運
転
者
に
よ
る
も
の
で

飲
酒
運
転
が
い
か
に
悪
質
な
も
の

で
あ
る
か
、
住
民
の
意
識
が
高
ま

っ
た
事
が
減
少
に
大
き
な
役
割
を

果
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す

し
か
し
、
交
通
取
締
り
実
施
に

際
し
て
は
、
前
年
に
比
べ
三
五
%

増
の
検
挙
者
が
あ
り
、
今
後
と
も

飲
酒
運
転
追
放
に
は
強
力
な
推
進

活
動
が
必
要
で
す
。

⑥
飲
酒
運
転
追
放
会
結
成
状
況

各
職
域
、
町
内
会
、
同
業
組
合

婦
人
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
七
十

一
組
織
、
八
千
六
百
五
十
三
人
か

ら
な
り
、
五
十
二
年
中
に
二
十
五

組
織
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

特
主
婦
人
会
八
支
部
中
六
支
部

申
込
用
紙
は
町
内
会
を
通
じ
て

配
布
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
市
生
活
環
境
課
、

ま
た
は
各
出
張
所
に
お
申
し
込
み

下
さ
い
。

な
お
、
町
内
で
取
り
ま
と
め
ら

れ
る
場
合
は
、
十
人
以
上
の
場
合

一
人
に
つ
き
十
円
の
報
償
金
を
支

給
し
ま
す
。

発
生
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す

お お む ら

一
、
県
内
の
発
生
状
況

発
生
件
数
及
び
負
傷
者
数
は
、

全
国
平
均
よ
り
高
い
減
少
率
を
示

し
、
し
か
も
六
年
連
続
誠
少
し
ま

し
た
が
、
死
者
は
十
人
増
加
し
て

い
ま
す
。

③
道
路
別
発
生
状
況

・
国
道
七
十
一
件
(
前
年
比
マ

イ
ナ
ス
十
件
)
四
九
労

-
県
道
八
件
(
前
年
比
マ
イ
ナ

ス
十
三
件

)

六

Mm

-
市
道
六
十
六
件
(
前
年
比
マ

イ
ナ
ス
二
十
二
件
)
四
五
労

全
事
故
の
半
数
が
国
道
で
発
生

し
て
い
ま
す
。

④
死
亡
事
故
の
状
況

一
月
一
件
(
一
人
)

二
月
一
件
(
一
人
)

十
二
月
一
件
(
一
人
)

い
ず
れ
も
夜
間
に
発
生
し
、
二

人
は
お
と
し
よ
り
で
、
道
路
横
断

中
に
被
害
に
あ
わ
れ
て
い
ま
す
。

⑤
老
人
と
子
供
の
事
故

川
老
人
の
事
故

-
死
者
二
人
(
前
年
比

マ
イ
ナ

ス
一
人
)

-
負
傷
者

二
十
四
人
(
前
年
比

マ
イ
ナ
ス
一
人
)

死
者
は
全
体
の
三
分
の
こ
を
占

め
て
い
ま
す
。

被
害
時
の
状
況
は

・
車
両
運
行
中
十
六
人
(
前
年

比
プ
ラ
ス
四
人
)
六
二
箔

-
歩
行
中
五
人
(
前
年
比
マ
イ

ナ
ス
九
人
)
十
九
労

-h車両
同
乗
中

五
人

(
前
年
比

プ
ラ
ス
三
人
)
十
九
銘

と
な
っ
て
お
り
、
特
に
バ
イ
ク

運
転
中
の
加
害
者

(自
損
行
為
)

市政だより

証(最高80万円)

②
加
入
で
き
る
人

市
内
に
住
所
の
あ
る
人
及
び
市

内
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人
は

ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
一
人
一
口
に
限
り
ま

す。

日
剛

月
酬

内

d
州

年
州

q
u
聞

F
司
幅
削
川

和
酬

昭
酬

③
保
険
が
支
払
わ
れ
る

場
合

自
動
車
・
バ
イ
ク
・
自
転
車
・

リ
ヤ
カ
ー
-
電
車
・
汽
車
・
パ
ス

な
ど
に
乗
っ
て
い
て
事
故
を
起
し

た
場
合
、
事
故
に
あ
っ
た
場
合
、

ま
た
、
歩
い
て
い
て
、
こ
れ
ら
の

車
両
に
は
ね
ら
れ
た
り
し
た
事
故

の
と
き
で
、
ほ
と
ん
ど
の
事
故
に

対
し
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

例
え
ば

@
自
転
車
に
乗
っ
て
い
て
こ
ろ
ん

だ
場
合
、
足
を
リ
ン
ク
に
は
さ

め
た
場
合

⑪
自
動
車
に
乗
る
時
や
降
り
る
時

に
ド
ア
で
手
を
は
さ
ん
だ
場
合

。
リ
ヤ
カ
ー
を
引
い
て
い
て
こ
ろ

ん
だ
場
合

-こ審gt

I=t 
中

イ呆

実施

な

ニ
、
市
内
の
発
生
状
況

前
年
に
比
べ
、
い
ず
れ
も
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
特
に
ニ
カ
年
連

続
増
加
し
て
い
た
死
亡
重
大
事
故

が
、
本
年
は
マ
イ
ナ
ス
六
人
と
大

幅
に
減
少
し
て
ま
す
。

き

イ寸

大

m. 
Jι 

@
パ
ス
や
汽
車
に
乗

っ
て
汁
て
こ

ろ
ん
だ
場
合

な
ど
も
支
払
わ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、

航
空
機
や
船
舶
な
ど

に
よ
る
事
故
は
支
払
い
の
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

が

目

立

っ

て

い

ま

す

。

が

仕

設

さ
れ
た
ほ
か
、

商
庖
街
、

同
子

供

の

事

故

町

内

会
な
ど
の
組
織
結
成
が
注
目

・
負
傷
者

二
十
七
人
(
前
年
比

さ
れ
ま
し
た
。

マ

イ

ナ

ス

四

人

)

@

時

間

則

発

生

状

況

-
幼
児
十
九
人
(
前
年
比
プ
ラ

・
昼
間
百
三
件

(
前
年
比

マ
イ

ス
四
人
)
七
O
M
m

ナ
ス
二
十
二
件
)
七
一
労

-
小
学
生
八
人
(
前
年
比
プ
ラ

・
夜
間
四
十
二
件
(
前
年
比
マ

ス
一
人
)
三
O
M
m

イ
ナ
ス
二
十
三
件
)
二
九
Mm

・
中
学
生

O
人
(
前
年

比

マ

イ

昼

間

の
事
故
が
大
半
を
占
め
て

'ナ

ス

九

人

)

い

ま

す

が

、

死
亡
な
ど
に
つ
な
が

中
学
生
の
減
少
が
目
立
っ
て
い
る
重
大
事
故
は
、
前
年
同
様
夜
間

ま
す
が
、
幼
児
が
七

O
労
を
占
め
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

夜
間
外
出
の
際
は
、
な
る
だ
け

主
な
原
因
は
、
と
び
だ
し
事
故
白
っ
ぽ
い
服
装
に
す
る
か
、
懐
中

と
ひ
と
り
歩
き
の
事
故
で
あ
り
、
電
灯
を
携
行
す
る
よ
う
心
が
け
ま

家
庭
で
の
安
全
教
育
と
幼
児
に
対
し
よ
う
。

す
る
監
視
の
必
要
性
が
痛
感
さ

れ

ま

た

、

対
向
車
と
す
れ
違
う
時

ま

す

。

は

減

速

し

ま

し

ょ

う

。

瓦
1
げ

戸

山

凶

凶

凶

比

日

ι凶

川

一

一運
一
時

一
。

一
1

一
4

一
5

一
2

一
5

一
3

一
。

一
2

一

n
一

酒
一令
反
一
3
一
6
一
四

一
泊
一
回

一
7
一
2
一
7
一
四

一
団
一
。

一
法
違
一

一

一

一

一

一

一

一

-
一

1
一
す

L
判

E
4到
到
M
M川
一引
ー司
川
一は

ゐ自主

-

-

-

-

一

一

四

一

-

-
g
t
-

3va

一
事
一

一

一

一
↑

一

一

一
一

一

一
合

計

一
8
一
8
一
昭
一
円
一
日

一
9
一
9
一
日
一
郎
一
昭
一
蜘

合

一

一

一

一

一

一

一

一

一
1
一
1
一
事

ー
ー
ー
ー
下
ー
「
ー
「
l
「

L
ー
ー
「

l
「
上
下
ー

γ
L卜
l
一
損

者
間
一
5
7
4
u
一
同
一
泊
一
国
一

5
一
3
一
5
7
唯
一
月
一
物

2
事
智一

一

一
4
一
5
一
2
一

一

一
一

5
一
四

一
は

防

局
「し
[
l
「
L
|」
|
L
「
|
「
|「
|「|「

1
4

者劃一

3
一
5
一
3
一
1
一
4
一
4
一
6
一
8
一
1
一
5
一
事

1
事
軍
一
一
一

2
一
2
一
2
一

一

一
一

5
一
日
一
る

第
当
伺
一
一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

よ

生
所
一

5一
6
一
尚

一
部
一
初一

1
5
7一/
一
品

一
昨

一
発
場
一

一

一

一

一

一

一

一

一

/
一
1
一
連

川
l
J寸
斗
」
ー
十
斗

1
寸
|
寸
よ
ー

-7L寸
l
一
酒

艶

¥一

浦
一
回
一
村
一
村
一
松
一
瀬
一
重

一
原

一者一

計
一
飲

一
¥
別一

一

一

一

大

一

一

一

一

一

外

一

一¥
¥

腿
一
三
鈴
一
大
一
西

一
竹
一
萱

一
福

一
松
一
管

一
合

マ件発;134λ誌lJI;33|

家族ぐるみの加入を

• 金(年間480円)

昭和53年 3月 1日
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④
申
し
込
み
開
始
日
・

掛
金

@
昭
和
五
十
三
年
度
の
受
付
は
ニ

月
二
十
一
日
か
ら
行
っ
て
い
ま

す
。
(
現
在
加
入
し
て
い
る
人

は
、
三
月
三
十
一
日
が
保
険
の

有
効
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
必
ず
切
り
替
え
を
し
て
下
さ

い
)

@
掛
金
は
一
人
四
百
八
十
円
(
昭

和
五
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
昭

和
五
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
一
年
分
)
で
、
五
月
以
降

の
中
途
申
し
込
み
は
月
割
四
十

円
で
す
。

ι、
控ト

①
原
因
別
発
生
状
況

安
全
運
転
義
務
違
反
が
八
十
七

件
で
全
体
の
六
O
M
mを
占
め
、
な

か
で
も
脇
見
運
転
に
よ
る
事
故
が

四
十
八
件
(
五
五
銘
)
発
生
し
て

お
り
、
運
転
者
の
モ
ラ
ル
、
安
全

運
転
と
い
う
乙
と
に
つ
い
て
の
見

直
し
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す

②
類
形
別
発
生
状
況

-
人
対
車

三

十
六
件
(
前
年
比

マ
イ
ナ
ス
十
五
件
)
二
五
労

・
車
対
車

九
十
八
件
(
前
年
比

マ
イ
ナ
ス
十
九
件
)
六
八
Mm

-
車
単
独

十
一
件
(
前
年
比
マ

イ
ナ
ス
九
件
)
七
Mm

前
年
に
比
べ
車
対
車
の
事
故
率

が
増
加
し
、
凶
器
型
の
事
故
か
ら

棺
桶
型
の
事
故
に
な
り
、
交
通
事

故
が
都
市
化
し
て
い
ま
す
。

@ 交通事故当事者の居住地区状況

し、

11..1 

お
わ
び
と
訂
正

り

ー』

女

二
月
十
五
日
号
の
三
ペ
ー
ジ
に

市
民
交
通
傷
害
保
険
の
関
係
を
掲

載
し
ま
し
た
が
、
掛
金
の
と
こ
ろ

で
五
月
以
降
の
中
途
申
し
込
み
は

月
割
五
十
円
と
し
て
い
ま
し
た
が

月
割
四
十
円
の
間
違
い
で
す
。

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

おおむ市政だより

(注〉

(5) 



(6) りむおお市政だより昭和53年 3月 1日
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長
崎
県
知
事
選
挙

投
耳If
ヌ~

求十

(大村市)

A
V
 

fo 
82 

% 

• 
前

回

を

下

ま

わ

る

さ
る
こ
月
十
九
日
に
行
わ
れ
た

長
崎
県
知
事
選
挙
の
本
市
の
投
票

率
は
六

0
・
八
二
Mm
で
し
た
。

な
お
、
前
回
(
昭
和
四
十
九
年
)

の
投
票
率
は
六
七
・
二
九
Mm
で、

今
回
の
投
票
区
別
の
投
票
状
況
は

下
表
の
と
お
り
で
す
。

市
制
鉛
周
年
記
念
式
行
わ
れ
る

功

労

者

な議

※ 

ど

を

表

彰

表彰を受ける浦上優君(右)

市
制
三
十
六
周
年

記
念
式
典
が
二
月
十

日
、
市
役
所
第
一
会

議
室
で
行
わ
れ
、
市

政
功
労
者
と
永
年
勤

続
職
員
な
ど
の
表
彰

が
あ
り
ま
し
た
。

食
市
政
功
労
者

(
敬
称
略
)

鈴
田
ム
ラ
(
民
生
委

員
・
児
童
委
員
)

外
薗

強

(
民
生
委

員
・

児
童
委
員
)

長崎県知事選挙市内各投票所投票結果

投 票 所 名
選挙当日有権者数 投 票 率

男 女 計 男 女 計

1 今村公 民 館 I~ 573 70.30 I 65.47 I 67.71 

2 三浦出 張 所 231 492 75.76 I 69.73 I 72.56 
一一一一ls蹄 回出張所 刊 67.89 I 62.84 I 65.22 

4 上久原公 民館 1.055 2.428 56.30 I 52.95 I 54.41 

5 市 民 体育館 624 1.354 63.62 I 60.96 I 62 19 

-1」 大村幼 稚園 993 2.251 58.01 I 58.27 I 58.15 

1_ 2 図書館 1 .156 2.683 58.56 I 57.63 I 58.03 

8 東大村婦人ホーム 247 260 I 507 58.70 I 60.00 I 59.37 

9 大佐古公民館 440 526 I 966 64.77 I 65.97 I 65.42 

10 社会福祉セジター 1.001 56.44 I 56.29 I 56.36 

11 昭和通り公民館 870 1.025 : 1. 895 55.52 I 57.師団.68

12 古町公民館 935 1.176 1 2.111 59.47 I 00.88 I 60.26 

13 中地区住民センター 1.314 967 i 2 281 75.04 I 6].84 I 69ι4 

14 池田保 育所 875 1. 031 I 1. 906 55.09 I 55.29! 55，19 

15 諏訪 公 民館1.086 1.321! 2.407 62.89 I 63.44 1 63.19 

16 松並公 民館 973 I 1.838 55.03 I 54.78 I 54 90 

17 植松公 民館 845 i 1. 598 54.71 I 53.96 I 54.32 

619 I 1.137 66.60 I 68.34 I 67.55 

19 大村子供の家 1.128 i 2.420 62.38 I 61.61 I 62.02 

20 竹 松出張所 727 I 1.366 59.94 1 59.831 59.88 

21 宮小路公民館 1.013 I 1.957 60.38 I 61.50 1. 60.96 
一 一一22 萱 瀬小 学校 542 I 1.058 67.25 I 68.08 I 1i7.67 

23 第15分団黒木分駐所 199 I 385 74.1916己4!-71.17 

24 福重出 張所 63.58 I 59.53'1 61.42 

25 松 原出張所 1.655 65.45 I 67.-39 I 66.53 

~ß 南野岳公 民館 2舗 64.3B 1.64.0uj 64.19 

計 119.307121.9ω| 41.207 ，1 61.671 60.081 60.82 

辻

鶴
吉
(
民
生
委
員
・
児
童

委
員
)

嘉
村
信
子
(
保
育
園
保
母
)

松
本
三
男
〈
社
会
福
祉
事
業
)

高
松
信
夫

(社
会
福
祉
事
業
)

吉
田
正
実
(
農
業
振
興
功
労
)

山
口
義
範

(農
業
振
興
功
労
)

楠
本
寅
次
郎
(
環
境
衛
生
功
労
〉

山
道
武
雄
(
消
防
分
団
長
V

小
峰
信
一
(
消
防
分
団
長
)

測

延
隆

(消
防
分
団
長
)

中
尾
政
夫
(
民
生
委
員

・
児
童

委
員
)

出
口
雅
経

(医
学
功
労
)

溝
上
太
久
馬
(商
工
産
業
功
労
)

山
口
慶
男

(交
通
安
全
功
労
)

岡

エ
ミ

(母
子
福
祉
)

森
川
恒
雄

(肉
工
産
業
功
労
〉

古
賀
繁
夫

(墓
地
管
理
人
〉

根
ハ
ル

(
保
育
園
長
)

石
橋
善
市
(
市
有
林
監
視
員
)

浦
上

優

(人
命
救
助
)

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い
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※ 

ひ

と

り

暮

り

し

老

人

みんなの町です

「不燃物の収集・処理に「

ご協力を l 

不
燃
物
の
出
し
方
に
つ
い
て
は

「
決
め
ら
れ
た
物
」
を
「
決
め
ら

れ
た
日
」
に
各
町
内
の
「
決
め
ら

れ
た
場
所
」
に
出
し
て
も
ら
う
よ

う
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
い
つ

も
多
種
多
様
な
ご
み
が
山
の
よ
う

に
し
て
い
る
所
も
見
受
け
ら
れ
ま

す。
市
は
不
燃
物
の
収
集
と
処
分
に

大
変
困
難
を
き
た
し
て
お
り
、
特

に
終
末
処
分
は
埋
立
処
分
地
の
行

き
づ
ま
り
の
た
め
、
乱
雑
な
出
さ

れ
方
の
集
積
所
の
も
の
は
収
集
処

理
が
で
き
な
く
な
る
危
機
に
追
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

今
後
「
決
め
ら
れ
た
不
燃
物
」

以
外
の
も
の
は
収
集
し
な
い
方
針

で
す
。不

燃
物
の
出
し
方
に
つ
い
て
は

E 

愛

の

声

を

終
末
処
理
の
現
況
で
す
が
、
現

在
各
集
積
所
に
出
さ
れ
て
い
る
も

の
か
ら
空
缶
な
ど
の
金
属
く
ず
、

空
び
ん
な
ど
の
硝
子

く
ず
の
み
を
選
別
し

て
、
諌
早
市
小
豆
崎

町
の
二
市
十
町
広
域

圏
組
合
不
燃
物
処
理

場
で
処
理
し
、
そ
の

外
の
多
種
多
様
な
も

の
は
釜
川
内
埋
立
処

分
地
で
処
理
し
て
い

ま
す
が
、
釜
川
内
埋

立
処
分
地
は
既
に
満

杯
の
状
態
で
あ
り
、

ま
た
、
地
元
の
釜
川

内
部
落
と
の
約
束
で

今
月
末
が
使
用
期
限

と
な
っ
て
お
り
、
次

一
-
-圃
・
・
開
撃
脳

航

歌

合

戦

を

ど

で

に

ぎ

わ

う

一

医

一
圃
・
・
・
闘
開
制
幽
圃
関
岡
輯
M
園

町

一

信

一
圃
・
司
靖
明
暗
咽
虜
刻
一
以

青

年

団

連

絡

協

議

会

の

文

化

祭

…

国

一
圃
・
司
¥ふ-
随
想
μ五
畑

一

祭

一

週

靖

司

均

一

脳

事
副

鰐
日
必
説

か
「
躍
動
す
る
青
主
催
の
第
十
四
回
文
化
祭
が
市
民
劇
な
ど
が
あ
り
、
皆
さ
ん
の
ハ
ッ
一

一

一

民

主

一
一
〈
泌
醐開
園

開

付

開

は
年
の
心
を
開
け
」
会
館
で
行
わ
れ
、
多
ぜ
い
の
人
で
ス
ル
し
た
演
を
客
席
か
ら
沢
山
一
理

、

噛
咽
明

1
J

¥
fj

一
月十
圃
曙
p
lhJM
E
を-ア
l
マ

に

、

二

に

ぎ

わ

い

ま

し

た

。

の

拍

手

が

送

ら

れ

て

い

ま

し

た

。

一

日

一

ヶ

吋

ケ

一九

一
一ν一色
張
問
J
桝
月
十
九
日
、
大
村
開
会
式
の
あ
と
、
東
西
に
わ
か
ま
た
、
ロ
ビ
ー
な
ど
で
チ
ヤ
り
一

U

十
A
V

M
M
~

ダ

池

誠

岨
畑

一九
消
滅

儲
青
年
団
連
絡
協
議
れ
て
の
歌
合
戦
や
舞
踊
、
ミ
ュ

l

テ
ィ

l
バ
ザ
ー
も
あ
り
、
乙
の
方
一

一in---法
活
九
!
!
は
け
ば
い
け
い
は
い
い
い
け
れ
同
は
山
一
げ
は
い

ii)

決
め
ら
れ
た
乙
と
を
厳
重
に
守
っ

て
い
た
だ
き
、
ご
み
処
理
に
積
極

的
な
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

の
埋
立
処
分
地
の
開
発
に
苦
慮
し

て
い
る
の
が
現
況
で
す
。

集
積
所
は
ご
み
捨
て
場
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

市
が
収
集
す
る
不
燃
物

一
般
世
帯
の
日
常
生
活
か
ら
出

3
月

か

ら

τ1 
る
空
缶
な
ど
の
金
属
く
ず
、

空

び
ん
な
ど
ガ
ラ
ス
、
瀬
戸
物
く

ず
、
金
属
家
具
な
ど
に
限
る

集
積
所
へ
の
出
し
方

市
の
計
画
収
集
日
の
前
日
に
不

用
の
袋
な
ど
で
梱
包
し
て
集
積

所
に
散
乱
し
な
い
よ
う
に
出
す

乙、と
。

日O

曜o

祭。
目。

当

番

医
制
に

大
村
市
医
師
会

(
今
回
正
夫
会

長
)
で
は
従
来
、
日
曜
当
番
医
制

を
と
っ
て
き
ま
し
た
が
、
三
月
か

ら
祭
日
も
含
め
て
行
い
ま
す
。

な
お
、
三
月
分
を
二
月
十
五
日

号
の
市
政
だ
よ
り
で
掲
載
し
ま
し

た
が
、
一
部
変
更
に
な
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日l診療科目|病医院名 |所在地|電 話

内 科
松井医院 ||久宮小原路

3-6624 
5 

外内 科科 牧山医院 5-7831 

内 科 朝長医院 杭出津 2-3266 
12 

外 手ヰ 山 道医 院 並松 3-2305 

内 科 [長崎医院 寿古蝿 5-8615 

19外 科 中 島 医 院西三域 2-3875 

法尿器科黒木医院 |並秘 4-0211 

内科 南野内科
21 

整形外科 松永整形外科 松並 3-5864

26 産内婦人科科 長 野病 院 東三域 2-2107 

務形外科 牟田整形外科 古町 2-4501 

午前9時~午後6時永 診療時間



(8) りお お む市政だより日
川

月
州

司
5
U
山
川

年
川

内

4
U
川
川

和
川

昭
州

お
し
ら
せ

注
射
と
検
診

圃
1
歳

6
カ
月
児

健
康
診
査

三
歳
に
な
っ
て
か
ら
で
は
、
遅

す
ぎ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
お
子
さ
ん
の
発

育
を
み
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

対
象
昭
和
五
十
一
年
八
月
生
れ

を
対
象
と
し
ま
す
が
、
同
年
六

月
か
ら
七
月
生
れ
で
、
ま
だ
健

康
診
査
を
受
け
て
い
な
い
幼
児

も
受
診
し
て
下
さ
い
。

日
時
三
月
十
日
・
十
六
日

午
後
一
時
三
十
分

t
二
時
受
付

場
所
市
役
所
第
一
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
。

な
お
、
現
在
、
は
し
か
、
水
ほ

う
そ
う
な
ど
病
気
に
か
か
っ
て
い

る
お
子
さ
ん
は
、
次
回
に
お
受
け

下
さ
い
。

一
二
歳
に
な
っ
た
幼
児
に
つ
い
て

一

一
は
、
乳
幼
児
相
談
を
ご
利
用
下

一

一
さ
い
。

(

※ 

特
に
次
の
よ
う
な
点
が
お
子
さ

ん
に
見
ら
れ
た
ら
、
ぜ
ひ
お
で
か

け
下
さ
い
。

-
乙
と
ば
の
遅
れ
を
感
じ
る

(
単
語
の
み
、
全
々
話
さ
な
い
)

-
お
母
さ
ん
と
目
が
合
わ
ず
ひ
ど

く
落
ち
つ
か
な
い

-
周
囲
の
人
に
無
関
心

-
歩
行
状
態
が
お
か
し
い

-
偏
食
が
ひ
ど
く
、
体
の
発
育
が

悪
い

-
日
中
お
む
つ
が
と
れ
な
い

-
そ
の
外
育
児
面
で
困
っ
て
い
る

乙
と

日
時

三
月
十
五
日

午
前
九
時

t
十
一
時

場
所

市
役
所
健
康
相
談
室

掴
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健
康
相
談

赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
、
し
つ
け
の

面
や
、
妊
娠
中
心
配
な
乙
と
に
つ

い
て
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
で
か
け
下
さ
い
。

妊婦と乳幼児の健康相談日程

月日 l時 間 i:場 所 |対 象

3/7l930~1100 大村保健所 生後3カ月までの乳児

: 30--11: 0 
3/13 913.:000~115.:00 0 竹松出張所 乳幼児

3/16 9: 30-11:00 大村保健所生後4カ月-6カ月の乳児

3/20 13:30-15:00 福重出張所 妊婦と乳幼児

3/27 9:30-11:00 三浦出張所 H 

闘
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風

(
混
合
)
の
予
防
接
種

市
政
だ
よ
り
一
月
十
五
日
号
に

掲
載
し
て
い
ま
し
た
が
再
度
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

該
当
者

・
第
一
期
の
二
回
免
疫

者

(
一
月

三
十
一
日
か
ら
二
月
三
日
に
接

種
を
受
け
た
幼
児
)

-
第
二
期
追
加
免
疫
者

(
第
一
期

接
種
完
了
後
十
二
カ
月
か
ら
十

八
カ
月
に
至
る
期
間
の
幼
児
)

※
日
程
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
二
時

1

三
時

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

予防接種目程

[5Y 

;;:;:l¥ 

習

会

講
圏
第
竹
田
教
育
講
演
会

ー
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た
ち
を

ど
う
育
て
る
か
|

三
月
七
日

午
後
二
時

t
四
時

市
民
会
館

評
論
家

扇
谷
正
造
先
生

入

場

料

無

料

授
整
理
券
を
発
行
し
て
い
ま
す

市
社
会
教
育
課
、
市
民
相
談
室

日
時

講場
師 所

冨
幸
福
は
自
分
で
築
け

生
活
設
計
講
座
を
開
講

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
で
は
、
勤

労
青
少
年
を
対
象
に
講
座
を
開
き

ま
す
ο

皆
さ
ん
ふ
る
っ
て
参
加
し
、

絡
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

/
/
/

n
E
 

/
/
 

n
t
U

/
/
 

三
月
八
日

午
後
六
時
三
十
分
開
講

場
所
市
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

講
師
下
瀬
隆
治
先
生

社
会
評
論
家
と
し
て
活
躍

共
催
長
崎
婦
人
少
年
室

長
崎
県
労
政
福
祉
課

受
講
料
無
料
た
だ
し
テ
キ
ス

ト
の
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の

で
早
自
に
お
出
か
け
下
さ
い
。

日
時

国
消
費
者
の
皆
さ
ん
へ

苦
情
処
理
巡
回
相
談

移
動
生
活
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ
く
ら
し
の
中
の
安
全

(
食
品
容
器
包
装
を
中
心
に
)

日
時
三
月
十
三
日

午
後
一
時

t
三
時
三
十
分

市
民
会
館
三
階
会
議
宅

場
所

内
容

・
映
画
「
食
生
活
を
考

r

え
る
」

.
苦
情
・
相
談

※
受
講
は
無
料
で
す
の
で
多
数
ど

参
加
下
さ
い
》

募

集

圃
柔
道
教
室
生
徒

目
的
青
少
年
の
心
身
の
鍛
練
と

柔
道
の
節
度
あ
る
礼
儀
正
し
さ

を
身
に
つ
け
る
こ
と

対
象
一
般
、
高
校
生
、
中
学
生

小
学
生

教
室
日
毎
週
火
、
木
曜
日

午
後
六
時

I
八
時
(
小
学
生
は

七
時
ま
で
)

場

所

市

武

道

館

申
込
先
市
武
道
館
ま
た
は
工
業

高
校
浦
山
文
夫
さ
ん
へ

回
公
正
取
引
委
員
会

消
費
者
モ
ニ
タ
ー

資
格
二
十
蔵
以
上
の
婦
人

内
容

。
八
回
程
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト

へ
の
副
答

。
消
費
者
の
立
場
か
ら
の
要
望
・

情
報
・
意
見
の
提
出

。
モ
ニ
タ
ー
研
修
会
(
年
二
同
作

度
)

任
期
五
十
三
年
四
月

l
五
十
四

年
三
月
末
日
ま
で

謝

礼

一

万

七

百
円

応
募
方
法

申
込
み
用
紙
は
尚
工
観
光
課
に

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す

締
切
り

三
月
十
日

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

t 
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※ 

ひ

と

も

よ

お

し

国
子
ど
も
劇
場
例
会

バ
レ
エ

「
く
る
み
割
り
人
形
」

三
月
五
日
(
日
)

午
後

一
時
か
ら

場
所

市
民
会
館

入
場
料

当
日
会
費
二
千
円

主
催

大
村
子
ど
も
劇
場

推

せ

ん

市

教
育
委
員
会

連
絡

雷
②
l
四
八
六
四

雷
③
l
九
五
六
六

演
目

日
時

圃
8
ミ
リ
自
作
映
画

鑑
賞
会

二
相

一
市
民
相
談
室
で
す
べ
て
無
料
で

一
行
っ
て
い
ま
す
。

一
行
政
相
談
(
毎
月
第
二
木
曜
日
)

↑

国
や
県
、
市
な
ど
役
所
の
仕
事

に
つ
い
て
苦
情
や
要
望
、
質
問

一

な
ど
お
持
ち
の
人
は
お
気
軽
に

一

ご

相
談
下
さ
い。

一
日
時
三
局
九
日

↑

午

前
九
時
三
十
分

t
正
午

談

り

暮

り

し

老

人

「
長
崎

8
ミ
リ
ク
ラ
ブ
」
の
ど

協
力
に
よ
り
、
各
種
の
コ
ン
テ
ス

ト
に
入
賞
し
た
作
品
を
、
つ
ぎ
の

と
お
り
上
映
し
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
、
お
申
込
み
下

，、-、。

J
』

r

、・
L
u
u

三
月
十
四
日

午
後
七
時

l
九
時

場
所

中
央
公
民
館

対

象

一

般
成
人

入
場
料

無
料

作
品
名

・
長
崎
の
観
光
ガ
イ
ド
さ
ん(十

分
)

・
旅
そ
の
日
、
そ
の
日

(十
九
分
)

(十
四
分
)

日
時

-
陸
奥
の
文
化

萱
記
相
談
(
毎
月
第
二
金
曜
日
)

土
地
や
建
物
の
登
記
問
題
で
困

っ
て
お
ら
れ
る
人
な
ど
、
お
気

軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

日

時

三

月
十
日

午
前
九
時
三
十
分

t
正
午

法
律
相
談
(
毎
月
第
三
木
曜
日
)

土
地
問
題
、
金
銭
貸
借
、
戸
籍

登
記
、
相
続
、

扶
養
、
家
庭
内

の
い
ざ
こ
ざ
、
そ
の
外

一
般
法

律
問
題
で
苦
し
み
悩
ん
で
お
ら

れ
る
人
な
ど
お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い。

xu. 
3乙

-
か

っ
ぽ
の
じ
ゃ
お
ど
り(

二
十
分
)

・
た

与
え
ま
つ
ら
ん
、
と
こ
し
え

に

(

二
十
七
分
)

申
込

電
話
で
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ

ラ
リ
l
へ

曾
②
|
四
三

二

一

-
家
庭
教
育
映
画
会

映
画
「
お
母
さ
ん
と
呼
ん
だ
ら
」

「
お
母
さ
ん
」
子
ど
も
は
い

つ
も
心
の
中
で
そ
う
呼
ん
で

い

る。

こ
の
子
ど
も
の
心
の
問
い

か
け
に
こ
た
え
て
や
っ

た
時
、

子
ど
も
の
心
は
安
ら
ぎ
、
組

へ

の
信
頼
と
愛
情
は

一
層
深
め
ら

れ
て
い
き
ま
す
。

日
時

三
月
十
六
日

一

午
前
九
時
三
十
分

t
午
後
三
時

…

一無
料
人
権
(
身
の
上
)
相
談

一…

一

長
崎
地
方
法
務
局
大
村
支
局

一…

一

及
び
大
村
人
権
擁
護
委
員
協

一一

一

議
会
で
は
、
身
の
ま
わ
り
の

一一

一

い
ろ
い
ろ
な
問
題
で
悩
ん
で

一一

一

お
ら
れ
る
人
の
た
め
に
、
特
一

↑

一

設

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
一

一

一

で
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い

一…

一
日
時

三
月
十
五
日

一一

一

午
前
十
時

t
午
後
三
時

一一

一場
所

市
福
祉
セ
ン
タ
ー

一↑

K 

の

τ士r
F司

を

こ
の
作
品
は
、
小
学
校
低
学

年
、
高
学
年
、
中
学
生
の
場
合

を
例
に
、
子
ど
も
の
心
に
占
め

る
母
親
の
愛
情
の
大
切
さ
、
美

し
さ
を
考
え
さ
せ
ま
す
。

日
時

三
月
十
五
日

午
前
十
時
か
ら

中
央
公
民
館

電
話
で
中
央
公
民
館

へ

雷
②
|
四
三
二

一

申場
込所

固
有
財
産
の
公
売

左
記
の
と
お
り
固
有
財
成
の
公

売
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
北
九
州
財
務
局
長
崎

財
務
部
、
市
役
所
及
び
現
地
に
掲

示
の
公
示
書
を
ど
覧
下
さ
い
。

売
払
物
件
一

原
口
町
九
一
八

l
一

土
地

宅
地

三
四
二
・
三
七
ぽ

売
払
物
件
二

原
口
町
九

一
八

!
二

土
地

宅
地

三
三
二
・

二
五
d

公
売
方
法
一

般
競
争
入
社
一

現
地
説
明

三
月
十
六
日

入
札

三
月
十
七
日

な
お
、

現
地
説
明
に
参
加
し
な

い
人
は
入
札
に
参
加
で
き
ま
せ
ん

一

け

い

れ

ん

や

筋

ち

が

一

一=iH
ぃ
一
一
朝
お
き
た
と
き

首

か

え

っ
て
逆
効
果
に
な
り
、
痛
一

:
j
一

一

一二
引

一一

が
自
由
に
ま
わ
ら
な
み
が
増
す
よ
う
に
な
り
ま
す
か
一

-

一戸
川
一

く
な
る
寝
ち
が
い
や
ら
絶
対
に
冷
や
さ
な
い
よ
う
に
↑

~

一
。

一

夜
中
に
急
に
足
が
け
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
…

一

一
庭

一一

一
一
一
一

い
れ
ん
を
起
し
た
り
を
し
て
い
る
と
き
に
も
よ
く
足
…

一

一一
家

一一

山

一一j
y一一
し
た
こ
と
の

あ

る

人

や

指

が

つ
る
乙
と
が
あ
り
ま
す
一

一

は
多
い

こ
と

で

し

ょ

う

。

が

、
そ
の
と
き
も
で
き
る
だ
け
一

一

こ
ん
な
時
の
家
庭
で
の
応
急
手
早
自
に
温
め
な
が
ら
、
足
や
指
-

~
当
て
の
方
法

は

。

を

ひ

っ
ぱ
っ

て
も
ら
い
、
け
い一

…《
患
部
を
温
め
る
》

痛
い

か

ら

れ

ん

し
て
い
る
部
分
を
温
湿
布
…

一

と
い

っ
て
、
そ
の
部
分
を
強
く
す
る
と
早
く
な
お
り
ま
す
。

.

一

も
ん
だ
り
、
た
た
い
た
り
し
て

な

お

、
温
湿
布
を
と
り
か
え
一

一

は
い
け
ま
せ
ん
。

る
と
き
に
、
痛
む
部
分
を
軽
く
一

一

痛
い
部
分
を
熱
い
タ
オ
ル
な
な
で
る
よ
う
に
し
て、

静
か
に
↑

-

ど
で
、
患
部
を
お
お
う
よ
う
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
く
り
返
す
と
さ
…

し
て
温
め
る
と
痛
み
が
と
れ

て

ら

に

効

果
的
で
す
。

H

一

き

ま

す

。

《

た
び
た
び
お
こ
る
人
は
ビ
ダ
ミ
一

一

よ
く
、
膏
菜
類
を
は

っ
て
冷

ン
ロ
山
の
補
給
を
》

筋
が
よ
く
-

一

や
す
人
が
い
ま
す
が
、

そ
れ

は

つ

る

原

因

は

、
ビ
タ
ミ
ン
ロ
叫
の
-

不
足
か
ら
起
こ
る
こ
と
が
多
い

~

の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
人
は
ビ

…

タ
ミ
ン
払
の
食
事
療
法
に
注
意
一

す
る
と
か
、
ビ
タ
ミ
ン
町
剤
な一

ど
を
補
給
す
る
の
も
よ
い
で
し
一

ょ
う
。

↑

ま
た
、
つ
ね
に
か
ら
だ
を
冷
…

や
さ
な
い
よ
う
に
心
が
け
る
乙…

と
も
筋
ち
が
い
を
さ
け
る
安
全
一

法
と
も
い
え
ま
す
。

一
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ス
ポ
ー
ツ

-

卓

球

大

会

主
催
大
村
市
卓
球
協
会

後
援
市
教
育
委
員
会

日
時
三
月
十
九
日
(
日
)

午
前
十
時
試
合
開
始

場
所
市
民
体
育
館

種
目
単
中
学
男
・
女
、
一
般

男
A
・
B
、
一
般
女

複
中
学
男
・
女
、
一
般

男
・
女

※
一
般
男
A
は
県
体
出
場
程
度

の
経
験
者

会
費
単
中
学
二
百
円
、
一
般

三
百
円

複
中
学
三
百
円
、
一
般

四
百
円

申

込

先

向
陽
ス
ポ
ー
ツ
本
居

旭
堂
ス
ポ
ー
ツ
居

大
村
ス
ポ
ー
ツ
社

申
込
期
限
三
月
十
五
日

由
市
長
杯
争
奪

市
内
実
業
団
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会

日
時
三
月
二
十
一
日

午
前
九
時

市
民
体
育
館

ダ
ブ
ル
ス
二
、
シ
ン
グ
ル

ス
三
と
し
、
同
一
職
場
で

編
成
の
こ
と

方場
法 所

参
加
料
一
チ

i
ム
千
円

申
込
市
内
玖
島
郷
二
五

市
役
所
内

パ
ド
ミ
ン
ト
シ
協
会
宛

申
込
期
限
三
月
十
八
日
ま
で

-
教
職
員

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

日
時
三
月
二
十
一
日

午
前
九
時

場
所
市
民
体
育
館

種
目
ダ
ブ
ル
ス

参
加
料
一
人
三
百
円

申
込
市
内
玖
島
郷
二
五

市
役
所
内

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
宛

申
込
期
限
三
月
十
八
日
ま
で

-
第
1
田

市
民
駅
伝
大
会
成
績

敬
称
略

一
般
の
部
(
駅
伝
・
五
区
間
)

一
位
竹
松
部
隊
チ

l
ム

二
位
第
十
六
普
通
科
連
隊
重

迫
撃
砲
中
隊
A
チ
l
ム

第
十
六
普
通
科
連
隊
第

四
中
隊
A
チ
i
ム

位

中
学
男
子
の
部
(
三
回
マ
ラ
ソ
ン
)

一
位
永
田
和
義
(
萱
中
)

二
位
松
井
正
信
(
ろ
う
中
)

三
位
片
多
昭
男
(
玖
中
)

中
学
女
子
の
部
(
二
回
マ
ラ
ソ
ン
)

一
位
原
田
景
子
(
玖
中
)

二
位
二
島
勝
代
(
玖
中
)

A

一
二
位
藤
松
広
美
ハ
玖
中
)

小
学
生
の
部
(
二
回
マ
ラ
ソ
ン
)

一
位
河
野
博
幸
(
東
小
)

二
位
黒
川
陽
治
ハ
竹
小
)

三
位
中
嶋
大
介
(
萱
小
)

・
第
門
回

少
年
剣
道
大
会

二
月
十
二
日
、
中
央
小
学
校
体

育
館
で
、
市
内
小
・
中
学
生
の
剣

士
た
ち
約
七
百
人
が
集
ま
り
白
熱

戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ハ
個
人
の
部

V

敬
称
略

優
勝小

学
三
年

。
四
年

H

五
年

六
年

中
学
一
年

二
年

三
年

準
優
勝

小
学
三
年

H

四
年

H

五
年

徳
島
茂
樹
(
松
〉

井
手
籍
久
(
天
)

林
武
治
(
植
)

畑
田
勇
(
植
)

森
聖
一
郎
(
天
)

黒
江
直
樹
(
天
)

鹿
取
満
(
植
)

井
上
琢
治
(
天
)

田
添
俊
和
(
今
)

富
永
達
也
(
天
)

H

六
年

中
学
一
年

二
年

三
年

北
口
功
幸
(
松
)

佐
藤
信
祐
(
諏
)

山
村
暢
彦
(
植
)

市
瀬
正
真
(
諏
)

λ
団
体
の
部

V

優

勝

植

秘

A

準
優
勝
天
真
A

三

位

松

原

A
・
天
真
B

通
行
止
め

市
は
、
下
水
道
工
事
の
た
め
、

次
の
と
お
り
車
両
の
通
行
を
制
限

し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
、
特
に
周
辺
住

民
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ど
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
ど

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

新
城

t
松
山
汚
水
幹
線
工
事

場
所
松
山
町
市
道
三
六
六
号

一
四
回
号
線
(
処
理
場
予
定
地

よ
り
南
へ
約
七
五

0
メ
ー
ト

ル

区
間
)

期
間
四
月
中
旬
ま
で

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

清
和
国
へ

マ
久
原
団
地
の
船
本
行
徳
さ
ん
四
・
五
キ
ロ
、
キ
ャ
ベ
ツ
六
・

は
カ
ブ
七
・
五
キ
ロ
、
大
根
五
キ
ロ
を

制
限

全
面
通
行
止

大
村
駅
前
雨
水
幹
線
工
事

場
所
市
道
一
五
三
号
線
(
主
婦

の
居
前

t
九
州
相
互
銀
行
前
)

期
間

九
月
末
日
ま
で

制
限

片
側
通
行
止

大
川
田
都
市
下
水
路
工
事

場
所
市
道
一
六

O
号
、
二
ハ
二

号
線
(
幸
運
ト
ラ
ッ
ク
前

t
富

の
原
二
丁
目
四
七
五
番
地
)

期
間

八
月
末
日
ま
で

制
限

全
面
通
行
止

竹
松
駅
前
都
市
下
水
路
工
事

場
所
市
道
三
八
六
号
線
(
桝
本

病
院
前

t
大
川
田
商
居
)

期
間

六
月
末
日
ま
で

制
限

全
面
通
行
止

今
津
都
市
下
水
路
工
事

場
所

原
口
交
差
点
か
ら
竹
松
部

隊
下
り
約
三

C
0メ
ー
ト
ル

期
間

九
月
末
日
ま
で

期
限

片
側
通
行
止

の

他

そ

-
固
定
資
産
課
税
台
帳

の
縦
覧
を
ど
う
ぞ

昭
和
五
十
三
年
度
固
定
資
産
税

の
課
税
の
基
礎
と
な
る
固
定
資
産

課
税
台
帳
の
縦
覧
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

期
間
三
月
一
臼

t
二
十
日

時
間
午
前
八
時
三
十
分

t
午
後

五
時
ま
で
、
た
だ
し
休
祭
日
及

び
土
曜
日
の
午
後
を
除
き
ま
す

場
所
市
税
務
課

本
人
以
外
の
人
が
縦
覧
す
る

場
合
は
委
任
状
、
ま
た
は
承
諾

書
を
持
っ
て
き
て
下
さ
い
。

な
お
、
縦
覧
の
結
果
、
固
定

資
産
課
税
台
帳
に
記
載
の
価
格

な
ど
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、

縦
覧
期
間
の
初
日
か
ら
そ
の
終

了
後
十
日
ま
で
の
間
に
、
異
議

の
申
し
立
て
を
す
る
と
と
が
で

き
ま
す
。

-
図
書
館
の
休
館

3
月
時
日

t
お
日

市
立
図
書
館
で
は
、
ば
く
書

(
蔵
書
の
整
理
、
点
検
、
ヵ
l
ド

目
録
の
整
備
な
ど
行
う
)
の
た
め

次
の
と
お
り
休
館
し
ま
す
。

貸
出
し
中
の
図
書
は
、
お
返
し

く
だ
さ
い
。

期
間
三
月
十
五
日
(
水
)
か
ら

三
月
二
十
五
日
(
土
)
ま
で
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